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(57)【要約】
【課題】素早く簡単に分析に適正な濃度の画像を画像読
取装置から出力させることが可能な画像読取装置の制御
装置とその作動方法および作動プログラム、並びに画像
検出システムを提供する。
【解決手段】画像受付部８０は、画像読取装置１１にお
いて分析用の本画像を出力する本スキャンに先立って実
施されるプレスキャンで出力されたプレ画像を受け付け
る。指示受付部８１は、ユーザにより指定されたプレ画
像内の領域の情報を受け付ける。算出部８３は、領域の
濃度が分析に適正な濃度となるフォトマルチプライア３
１の電圧値である適正電圧値ＨＶＭを算出する。スキャ
ン条件設定部８４は、本スキャンの仮本スキャン条件７
６Ｍとして適正電圧値ＨＶＭを設定する。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像情報を担持した画像担体からの光を検出するフォトマルチプライアを有する画像読
取装置の制御装置において、
　前記画像読取装置において分析用の本画像を出力する本スキャンに先立って実施される
プレスキャンで出力されたプレ画像を受け付ける画像受付部と、
　ユーザにより指定された前記プレ画像内の領域の情報を受け付ける領域情報受付部と、
　前記領域の濃度が分析に適正な濃度となる前記フォトマルチプライアの電圧値である適
正電圧値を算出する算出部と、
　前記プレスキャンのスキャン条件であるプレスキャン条件、および前記本スキャンのス
キャン条件である本スキャン条件を設定するスキャン条件設定部であり、前記本スキャン
条件として前記適正電圧値を設定するスキャン条件設定部とを備える画像読取装置の制御
装置。
【請求項２】
　前記画像担体は生体由来物質に蛍光標識したもの、もしくは遺伝子発現により発蛍光性
を獲得するに至った蛍光タンパク質を含み、前記光は蛍光色素もしくは前記蛍光タンパク
質から発せられる蛍光であり、
　前記画像読取装置には、前記蛍光色素もしくは前記蛍光タンパク質の励起光を発する少
なくとも１つの励起光源、並びに前記励起光をカットし、かつ前記蛍光を透過する少なく
とも１つのフィルタが設けられている請求項１に記載の画像読取装置の制御装置。
【請求項３】
　前記励起光源には発光波長帯域の異なるものが複数用意され、
　前記本スキャンにおいて複数の前記励起光源を用いる場合、前記プレスキャンは複数の
前記励起光源の各々について実施される請求項２に記載の画像読取装置の制御装置。
【請求項４】
　前記画像受付部は、複数の前記励起光源の各々について実施された前記プレスキャンで
出力された、複数の前記励起光源に対応する複数の前記プレ画像を受け付け、
　前記領域情報受付部は、複数の前記プレ画像毎の前記領域の情報を受け付け、
　前記算出部は、複数の前記プレ画像毎に指定された複数の前記領域毎の前記適正電圧値
を算出する請求項３に記載の画像読取装置の制御装置。
【請求項５】
　複数の前記プレ画像において共通する前記領域が指定される請求項４に記載の画像読取
装置の制御装置。
【請求項６】
　複数の前記プレ画像において異なる前記領域が指定される請求項４に記載の画像読取装
置の制御装置。
【請求項７】
　前記プレスキャン条件には、前記本画像の解像度よりも低い前記プレ画像の解像度が設
定されている、または／および、前記本画像に施す画像処理よりも簡易な画像処理が設定
されている請求項１～６のいずれか１項に記載の画像読取装置の制御装置。
【請求項８】
　前記スキャン条件設定部は、前記領域情報受付部で前記領域の情報が受け付けられた後
、前記領域に前記プレスキャン条件とは異なる第２のプレスキャン条件を設定して２回目
のプレスキャンを前記画像読取装置に実施させ、
　前記算出部は、前記２回目のプレスキャンで出力された前記領域の画像に基づいて前記
適正電圧値を算出する請求項１～７のいずれか１項に記載の画像読取装置の制御装置。
【請求項９】
　前記第２のプレスキャン条件には、前記本スキャン条件の前記本画像の解像度と同じ解
像度、または／および、前記本画像に施す画像処理と同じ画像処理が設定されている請求
項８に記載の画像読取装置の制御装置。



(3) JP 2017-227481 A 2017.12.28

10

20

30

40

50

【請求項１０】
　前記算出部は、少なくとも前記領域の濃度の代表値、および前記プレスキャン条件の前
記電圧値を変数とする計算式を用いて、前記適正電圧値を算出する請求項１～９のいずれ
か１項に記載の画像読取装置の制御装置。
【請求項１１】
　請求項２を引用する請求項１０に記載の画像読取装置の制御装置において、
　前記励起光源には発光波長帯域の異なるものが複数用意され、前記フィルタには透過波
長帯域が異なるものが複数用意され、
　前記計算式は、使用する前記励起光源と前記フィルタのセット、並びに前記プレ画像の
解像度と前記本画像の解像度に関する変数をさらに有する画像読取装置の制御装置。
【請求項１２】
　前記本スキャン条件の前記電圧値を自動的に前記適正電圧値に設定する自動設定モード
と、前記本スキャン条件の前記電圧値をユーザが設定する手動設定モードとを切り替える
モード切替部を備える請求項１～１１のいずれか１項に記載の画像読取装置の制御装置。
【請求項１３】
　前記プレ画像、前記本画像、および前記適正電圧値の出力を制御する出力制御部を備え
る請求項１～１２のいずれか１項に記載の画像読取装置の制御装置。
【請求項１４】
　画像情報を担持した画像担体からの光を検出するフォトマルチプライアを有する画像読
取装置の制御装置の作動方法において、
　前記画像読取装置において分析用の本画像を出力する本スキャンに先立って実施される
プレスキャンで出力されたプレ画像を受け付ける画像受付ステップと、
　ユーザにより指定された前記プレ画像内の領域の情報を受け付ける領域情報受付ステッ
プと、
　前記領域の濃度が分析に適正な濃度となる前記フォトマルチプライアの電圧値である適
正電圧値を算出する算出ステップと、
　前記プレスキャンのスキャン条件であるプレスキャン条件、および前記本スキャンのス
キャン条件である本スキャン条件を設定するスキャン条件設定ステップであり、前記本ス
キャン条件として前記適正電圧値を設定するスキャン条件設定ステップとを備える画像読
取装置の制御装置の作動方法。
【請求項１５】
　画像情報を担持した画像担体からの光を検出するフォトマルチプライアを有する画像読
取装置の制御装置の作動プログラムにおいて、
　前記画像読取装置において分析用の本画像を出力する本スキャンに先立って実施される
プレスキャンで出力されたプレ画像を受け付ける画像受付機能と、
　ユーザにより指定された前記プレ画像内の領域の情報を受け付ける領域情報受付機能と
、
　前記領域の濃度が分析に適正な濃度となる前記フォトマルチプライアの電圧値である適
正電圧値を算出する算出機能と、
　前記プレスキャンのスキャン条件であるプレスキャン条件、および前記本スキャンのス
キャン条件である本スキャン条件を設定するスキャン条件設定機能であり、前記本スキャ
ン条件として前記適正電圧値を設定するスキャン条件設定機能とを、コンピュータに実行
させる画像読取装置の制御装置の作動プログラム。
【請求項１６】
　画像情報を担持した画像担体からの光を検出するフォトマルチプライアを有する画像読
取装置と、前記画像読取装置に接続されたコンソールとを備える画像検出システムにおい
て、
　前記画像読取装置において分析用の本画像を出力する本スキャンに先立って実施される
プレスキャンで出力されたプレ画像を受け付ける画像受付部と、
　ユーザにより指定された前記プレ画像内の領域の情報を受け付ける領域情報受付部と、
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　前記領域の濃度が分析に適正な濃度となる前記フォトマルチプライアの電圧値である適
正電圧値を算出する算出部と、
　前記プレスキャンのスキャン条件であるプレスキャン条件、および前記本スキャンのス
キャン条件である本スキャン条件を設定するスキャン条件設定部であり、前記本スキャン
条件として前記適正電圧値を設定するスキャン条件設定部とを備える画像検出システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置の制御装置とその作動方法および作動プログラム、並びに画像
検出システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像情報を担持した画像担体からの光を検出して、画像を出力する画像読取装置が知ら
れている。光を検出する素子としては、フォトマルチプライアが用いられている。画像担
体は、サンプルとして例えばＤＮＡ（Deoxyribonucleic Acid；デオキシリボ核酸）、Ｒ
ＮＡ（Ribonucleic Acid；リボ核酸）、あるいはタンパク質といった生体由来物質に蛍光
標識したもの、もしくは遺伝子発現により発蛍光性を獲得するに至った蛍光タンパク質を
含み、画像は特定の病気に関係して発現するタンパク質の同定等の様々な生化学分析に利
用される。この場合、画像読取装置は、蛍光色素もしくは蛍光タンパク質の励起光を画像
担体に照射し、励起光により励起された蛍光をフォトマルチプライアで検出する。フォト
マルチプライアの電圧値を変更することで、画像の濃度を変更することができる。
【０００３】
　特許文献１に記載の画像読取装置は、フォトマルチプライアの電圧値をユーザが設定し
た電圧値としてプレスキャンを実施し、これにより得られたプレ画像に基づいて、電圧値
を変化させた場合のシミュレーション画像を生成している。シミュレーション画像は、設
定された電圧値に応じた濃度で描出される。プレ画像およびシミュレーション画像はユー
ザの閲覧に供される。
【０００４】
　特許文献１において、ユーザは、プレ画像を観察して、自らが所望する濃度を有してい
るか否かを判断する。そして、プレ画像が所望する濃度を有していないと判断した場合は
、所望する濃度が得られると自らが予測する電圧値を設定して、設定した電圧値の場合の
シミュレーション画像の生成および表示を指示する。分析用の本画像を出力する本スキャ
ンでは、シミュレーション画像の濃度が所望の濃度であるとユーザが判断したときに設定
されていた電圧値がフォトマルチプライアに設定される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－１９５９４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１では、設定する電圧値はユーザの予測に委ねられている。このため、シミュ
レーション画像の濃度がユーザの予測に反していた場合は、所望の濃度を有するシミュレ
ーション画像が生成、表示されるまで、電圧値の設定とシミュレーション画像の確認を繰
り返し行う必要があり面倒であった。
【０００７】
　本発明は、素早く簡単に分析に適正な濃度の画像を画像読取装置から出力させることが
可能な画像読取装置の制御装置とその作動方法および作動プログラム、並びに画像検出シ
ステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の画像読取装置の制御装置は、画像情報を担持した
画像担体からの光を検出するフォトマルチプライアを有する画像読取装置の制御装置にお
いて、画像読取装置において分析用の本画像を出力する本スキャンに先立って実施される
プレスキャンで出力されたプレ画像を受け付ける画像受付部と、ユーザにより指定された
プレ画像内の領域の情報を受け付ける領域情報受付部と、領域の濃度が分析に適正な濃度
となるフォトマルチプライアの電圧値である適正電圧値を算出する算出部と、プレスキャ
ンのスキャン条件であるプレスキャン条件、および本スキャンのスキャン条件である本ス
キャン条件を設定するスキャン条件設定部であり、本スキャン条件として適正電圧値を設
定するスキャン条件設定部とを備える。
【０００９】
　画像担体は生体由来物質に蛍光標識したもの、もしくは遺伝子発現により発蛍光性を獲
得するに至った蛍光タンパク質を含み、光は蛍光色素もしくは蛍光タンパク質から発せら
れる蛍光であり、画像読取装置には、蛍光色素もしくは蛍光タンパク質の励起光を発する
少なくとも１つの励起光源、並びに励起光をカットし、かつ蛍光を透過する少なくとも１
つのフィルタが設けられていることが好ましい。
【００１０】
　励起光源には発光波長帯域の異なるものが複数用意され、本スキャンにおいて複数の励
起光源を用いる場合、プレスキャンは複数の励起光源の各々について実施されることが好
ましい。
【００１１】
　画像受付部は、複数の励起光源の各々について実施されたプレスキャンで出力された、
複数の励起光源に対応する複数のプレ画像を受け付け、領域情報受付部は、複数のプレ画
像毎の領域の情報を受け付け、算出部は、複数のプレ画像毎に指定された複数の領域毎の
適正電圧値を算出することが好ましい。
【００１２】
　複数のプレ画像において共通する領域が指定されることが好ましい。あるいは、複数の
プレ画像において異なる領域が指定されることが好ましい。
【００１３】
　プレスキャン条件には、本画像の解像度よりも低いプレ画像の解像度が設定されている
、または／および、本画像に施す画像処理よりも簡易な画像処理が設定されていることが
好ましい。
【００１４】
　スキャン条件設定部は、領域情報受付部で領域の情報が受け付けられた後、領域にプレ
スキャン条件とは異なる第２のプレスキャン条件を設定して２回目のプレスキャンを画像
読取装置に実施させ、算出部は、２回目のプレスキャンで出力された領域の画像に基づい
て適正電圧値を算出することが好ましい。この場合、第２のプレスキャン条件には、本ス
キャン条件の本画像の解像度と同じ解像度、または／および、本画像に施す画像処理と同
じ画像処理が設定されていることが好ましい。
【００１５】
　算出部は、少なくとも領域の濃度の代表値、およびプレスキャン条件の電圧値を変数と
する計算式を用いて、適正電圧値を算出することが好ましい。
【００１６】
　励起光源には発光波長帯域の異なるものが複数用意され、フィルタには透過波長帯域が
異なるものが複数用意され、計算式は、使用する励起光源とフィルタのセット、並びにプ
レ画像の解像度と本画像の解像度に関する変数を有することが好ましい。
【００１７】
　本スキャン条件の電圧値を自動的に適正電圧値に設定する自動設定モードと、本スキャ
ン条件の電圧値をユーザが設定する手動設定モードとを切り替えるモード切替部を備える
ことが好ましい。
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【００１８】
　プレ画像、本画像、および適正電圧値の出力を制御する出力制御部を備えることが好ま
しい。
【００１９】
　本発明の画像読取装置の制御装置の作動方法は、画像情報を担持した画像担体からの光
を検出するフォトマルチプライアを有する画像読取装置の制御装置の作動方法において、
画像読取装置において分析用の本画像を出力する本スキャンに先立って実施されるプレス
キャンで出力されたプレ画像を受け付ける画像受付ステップと、ユーザにより指定された
プレ画像内の領域の情報を受け付ける領域情報受付ステップと、領域の濃度が分析に適正
な濃度となるフォトマルチプライアの電圧値である適正電圧値を算出する算出ステップと
、プレスキャンのスキャン条件であるプレスキャン条件、および本スキャンのスキャン条
件である本スキャン条件を設定するスキャン条件設定ステップであり、本スキャン条件と
して適正電圧値を設定するスキャン条件設定ステップとを備える。
【００２０】
　本発明の画像読取装置の制御装置の作動プログラムは、画像情報を担持した画像担体か
らの光を検出するフォトマルチプライアを有する画像読取装置の制御装置の作動プログラ
ムにおいて、画像読取装置において分析用の本画像を出力する本スキャンに先立って実施
されるプレスキャンで出力されたプレ画像を受け付ける画像受付機能と、ユーザにより指
定されたプレ画像内の領域の情報を受け付ける領域情報受付機能と、領域の濃度が分析に
適正な濃度となるフォトマルチプライアの電圧値である適正電圧値を算出する算出機能と
、プレスキャンのスキャン条件であるプレスキャン条件、および本スキャンのスキャン条
件である本スキャン条件を設定するスキャン条件設定機能であり、本スキャン条件として
適正電圧値を設定するスキャン条件設定機能とを、コンピュータに実行させる。
【００２１】
　本発明の画像検出システムは、画像情報を担持した画像担体からの光を検出するフォト
マルチプライアを有する画像読取装置と、画像読取装置に接続されたコンソールとを備え
る画像検出システムにおいて、画像読取装置において分析用の本画像を出力する本スキャ
ンに先立って実施されるプレスキャンで出力されたプレ画像を受け付ける画像受付部と、
ユーザにより指定されたプレ画像内の領域の情報を受け付ける領域情報受付部と、領域の
濃度が分析に適正な濃度となるフォトマルチプライアの電圧値である適正電圧値を算出す
る算出部と、プレスキャンのスキャン条件であるプレスキャン条件、および本スキャンの
スキャン条件である本スキャン条件を設定するスキャン条件設定部であり、本スキャン条
件として適正電圧値を設定するスキャン条件設定部とを備える。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、本スキャンに先立つプレスキャンで出力されたプレ画像に基づいて算
出した、分析に適正な濃度となるフォトマルチプライアの適正電圧値にて本スキャンが実
施されるので、素早く簡単に分析に適正な濃度の画像を画像読取装置から出力させること
が可能な画像読取装置の制御装置とその作動方法および作動プログラム、並びに画像検出
システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】画像検出システムを示す図である。
【図２】画像読取装置の概略図である。
【図３】光学ヘッドの概略図である。
【図４】画像読取装置のブロック図である。
【図５】コンソールのブロック図である。
【図６】コンソールのＣＰＵの各機能部を示すブロック図である。
【図７】プレスキャン条件の内容を示す図である。
【図８】仮本スキャン条件の内容を示す図である。
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【図９】変数テーブルの内容を示す図である。
【図１０】プレスキャン条件の設定の流れを示す図である。
【図１１】本スキャン条件の設定の流れを示す図である。
【図１２】複数の励起光源の各々についてプレスキャンを実施し、複数の励起光源に対応
する複数のプレ画像を受け付ける様子を示す図である。
【図１３】複数のプレ画像毎の共通する領域の情報を受け付け、複数の領域毎の適正電圧
値を算出する様子を示す図である。
【図１４】複数のプレ画像毎の異なる領域の情報を受け付け、複数の領域毎の適正電圧値
を算出する様子を示す図である。
【図１５】スキャン開始前にディスプレイに表示される画面を示す図である。
【図１６】プレスキャンの実施後にディスプレイに表示される画面を示す図である。
【図１７】プレスキャンの実施後にディスプレイに表示される画面の一部を示す図である
。
【図１８】プレスキャンの実施後にディスプレイに表示される画面の一部を示す図である
。
【図１９】ユーザが領域を指定する様子を示す図である。
【図２０】ユーザが領域を指定する様子を示す図である。
【図２１】ユーザが領域を指定する様子を示す図である。
【図２２】本スキャンの実施後にディスプレイに表示される画面を示す図である。
【図２３】本画像の重畳画像が表示された画面を示す図である。
【図２４】本画像の重畳画像が表示された画面を示す図である。
【図２５】画像検出システムの処理手順を示すフローチャートである。
【図２６】領域に第２のプレスキャン条件を設定して２回目のプレスキャンを実施させる
流れを示す図である。
【図２７】２回目のプレスキャンで出力された領域の画像に基づいて適正電圧値を算出す
る流れを示す図である。
【図２８】第２実施形態の画像検出システムの処理手順を示すフローチャートである。
【図２９】モード切替用のチェックボックスが設けられたセット表示枠を示す図である。
【図３０】自動設定モードの場合の流れを示す図である。
【図３１】手動設定モードの場合の流れを示す図である。
【図３２】設定ボタンが設けられた適正電圧値表示枠を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　[第１実施形態]
　図１において、画像検出システム１０は、画像読取装置１１と、画像読取装置１１の制
御装置に相当するコンソール１２とを備えている。画像読取装置１１とコンソール１２は
、例えばＵＳＢ（Universal Serial Bus）規格の通信ケーブルで接続されており、相互に
データを遣り取りすることが可能である。
【００２５】
　画像読取装置１１は、画像情報を担持した画像担体１３からの光ＤＬ（図２等参照）を
検出し、検出した光ＤＬに基づく画像を出力する。画像担体１３は、サンプルとしてＤＮ
Ａ、ＲＮＡ、あるいはタンパク質といった生体由来物質、もしくは遺伝子発現により発蛍
光性を獲得するに至った蛍光タンパク質を含む生体由来物質の電気泳動パターンを記録し
たゲル支持体や転写支持体であり、もしくは蛍光タンパク質を含む細胞や生体組織である
。
【００２６】
　生体由来物質は蛍光標識されている。また、蛍光タンパク質は発蛍光性を有する。この
ため検出する光ＤＬは蛍光色素もしくは蛍光タンパク質から発せられる蛍光である。蛍光
色素もしくは蛍光タンパク質には複数種類あり、それぞれ励起波長および発光波長が異な
る。例えば蛍光色素Ｃ２は、後述する青色励起光で励起されて、青色励起光よりも長い波
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長の青色蛍光を発する。蛍光色素Ｃ３は、後述する緑色励起光で励起されて、緑色励起光
よりも長い波長の緑色蛍光を発する。また、蛍光色素Ｃ５は、後述する赤色励起光で励起
されて、赤色励起光よりも長い波長の赤色蛍光を発する。なお、蛍光色素Ｃ２は例えばＣ
ｙ２（登録商標）、蛍光色素Ｃ３は例えばＣｙ３（登録商標）、蛍光色素Ｃ５は例えばＣ
ｙ５（登録商標）である。蛍光タンパク質は、例えば緑色蛍光タンパク質（ＧＦＰ；Gree
n Fluorescent Protein）の場合は青色励起光で励起されて緑色の蛍光を発する。その他
、緑色励起光で黄緑色蛍光を発する黄色蛍光タンパク質（ＹＦＰ；Yellow Fluorescent P
rotein）、橙色励起光で赤色蛍光を発する赤色蛍光タンパク質（ＲＦＰ；Red Fluorescen
t Protein）等が知られている。
【００２７】
　なお、画像担体１３は、放射線画像、オートラジオグラフィ画像、放射線回折画像、電
子顕微鏡画像等を輝尽性蛍光体層に記録した蓄積性蛍光体シートでもよい。この場合、検
出する光ＤＬは輝尽性蛍光体から発せられる輝尽光である。
【００２８】
　画像読取装置１１は筐体１４で全体が覆われている。この筐体１４は、光ＤＬの検出に
はノイズとなる外光から画像読取装置１１の内部を遮光する。筐体１４の前面には、画像
読取装置１１内に画像担体１３をセットするための開閉自在な蓋１５が設けられている。
なお、符号１６は、フィルタユニット３０（図２参照）を交換するための開閉自在な蓋で
ある。
【００２９】
　画像読取装置１１は、プレスキャンと本スキャンを実施する。プレスキャンは、本スキ
ャンに先立ち、プレスキャン条件７６Ｐ（図６参照）にしたがって実施される。本スキャ
ンは、プレスキャンの実施後、本スキャン条件にしたがって実施される。プレスキャンで
は本スキャン条件を設定するための画像（プレ画像）が出力され、本スキャンでは分析用
の画像（本画像）が出力される。
【００３０】
　コンソール１２は例えばデスクトップ型のパーソナルコンピュータであり、ディスプレ
イ１７とキーボードおよびマウスで構成される操作部１８とを有する。ディスプレイ１７
は操作部１８の操作に用いる画面を表示する。操作に用いる画面はＧＵＩ(Graphical Use
r Interface)を構成する。コンソール１２は、ディスプレイ１７の画面を通じて操作部１
８からの操作指示の入力を受け付ける。操作指示には、撮影メニューの選択、プレ画像内
の領域の指定、プレスキャンおよび本スキャンの開始指示等がある。
【００３１】
　図２において、画像読取装置１１内には、ステージ２５、励起光源２６Ａ、２６Ｂ、２
６Ｃ、光源光学系２７、導光光学系２８、光学ヘッド２９、フィルタユニット３０、およ
びフォトマルチプライア３１が設けられている。
【００３２】
　ステージ２５は画像担体１３を保持する。ステージ２５は矩形枠の形状を有し、その枠
内に透明なガラス板３２が嵌め込まれている。画像担体１３はこのガラス板３２上に載置
される。
【００３３】
　励起光源２６Ａ～２６Ｃは、蛍光色素もしくは蛍光タンパク質の励起光ＥＬ（一点鎖線
で示す）を発する。励起光源２６Ａ～２６Ｃには、複数種類の蛍光色素もしくは蛍光タン
パク質に対応するため、励起光ＥＬの発光波長帯域が異なるものが用意されている。
【００３４】
　具体的には、励起光源２６Ａは中心波長６３５ｎｍの赤色励起光、励起光源２６Ｂは中
心波長５３２ｎｍの緑色励起光、励起光源２６Ｃは中心波長４８８ｎｍの青色励起光をそ
れぞれ発する。励起光源２６Ａ、２６Ｃは例えば半導体レーザで構成され、励起光源２６
Ｂは例えば第二高調波生成（Second Harmonic Generation)素子で構成される。
【００３５】
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　以下では、励起光源２６Ａを赤色励起光源２６Ａ、励起光源２６Ｂを緑色励起光源２６
Ｂ、励起光源２６Ｃを青色励起光源２６Ｃとそれぞれ表記する場合がある。また、励起光
源２６Ａ～２６Ｃをまとめて励起光源２６と表記する場合がある。なお、励起光ＥＬの発
光波長帯域はこれに限るものではない。また、励起光源の数も、３つに限ることなく、１
つでもよいし、４つ以上でもよい。
【００３６】
　光源光学系２７は、コリメータレンズ３３、３４、３５、ミラー３６、３９、およびダ
イクロイックミラー３７、３８で構成される。コリメータレンズ３３～３５は、励起光源
２６Ａ～２６Ｃの前面にそれぞれ配置され、励起光源２６Ａ～２６Ｃから発せられた各色
励起光を平行光とする。ミラー３６は、コリメータレンズ３３で平行光とされた赤色励起
光をダイクロイックミラー３７に向けて反射する。
【００３７】
　ダイクロイックミラー３７は、ミラー３６からの赤色励起光を透過させ、かつコリメー
タレンズ３４で平行光とされた緑色励起光をダイクロイックミラー３８に向けて反射する
。ダイクロイックミラー３８は、ミラー３６からの赤色励起光およびダイクロイックミラ
ー３７からの緑色励起光を透過させ、かつコリメータレンズ３５で平行光とされた青色励
起光をミラー３９に向けて反射する。
【００３８】
　ミラー３９は、ミラー３６で反射されてダイクロイックミラー３７、３８を透過した赤
色励起光、ダイクロイックミラー３７で反射されてダイクロイックミラー３８を透過した
緑色励起光、並びにダイクロイックミラー３８で反射された青色励起光を導光光学系２８
に向けて反射する。
【００３９】
　導光光学系２８は、ミラー４０、穴開き凹面ミラー４１、および凹面ミラー４２で構成
される。ミラー４０は、光源光学系２７のミラー３９からの励起光ＥＬを穴開き凹面ミラ
ー４１に向けて反射する。穴開き凹面ミラー４１は中央部に貫通孔４３を有する。ミラー
４０からの励起光ＥＬは、この貫通孔４３を通過し、凹面ミラー４２に向かう。凹面ミラ
ー４２は、貫通孔４３を通過した励起光ＥＬを光学ヘッド２９に向けて反射する。
【００４０】
　また、凹面ミラー４２には、光学ヘッド２９からの光ＤＬ（二点鎖線で示す）が入射す
る。凹面ミラー４２は、光ＤＬを穴開き凹面ミラー４１に向けて反射する。穴開き凹面ミ
ラー４１は、凹面ミラー４２からの光ＤＬをフィルタユニット３０に向けて反射する。こ
のように、穴開き凹面ミラー４１は、貫通孔４３に励起光ＥＬを通過させ、かつ光ＤＬを
フィルタユニット３０に向けて反射させて、励起光ＥＬと光ＤＬの光路を分岐させる。
【００４１】
　光学ヘッド２９は、励起光ＥＬを画像担体１３に照射し、かつ画像担体１３からの光Ｄ
Ｌを取り込む。光学ヘッド２９は、ステージ２５の下部に設けられた細長板状の基板４４
上に配置されている。光学ヘッド２９は、図示しないモータやレール等によって基板４４
上を主走査方向Ｘに移動可能である。また、基板４４と凹面ミラー４２は、図示しないモ
ータやレール等によって副走査方向Ｙに移動可能である。すなわち、光学ヘッド２９は主
走査方向Ｘと副走査方向Ｙに移動可能であり、これにより画像担体１３の全面に励起光Ｅ
Ｌが走査され、画像担体１３の全面から光ＤＬが取り込まれる。
【００４２】
　フィルタユニット３０は、穴開き凹面ミラー４１とフォトマルチプライア３１との間の
光ＤＬの光路上に位置する。フィルタユニット３０は、副走査方向Ｙに沿って並んだ４つ
のフィルタ４５Ａ、４５Ｂ、４５Ｃ、４５Ｄで構成される。
【００４３】
　フィルタユニット３０は、基板４４および凹面ミラー４２と同様に、図示しないモータ
やレール等によって副走査方向Ｙに移動可能である。これにより、フィルタ４５Ａ～４５
Ｄのいずれか１つが、選択的に穴開き凹面ミラー４１とフォトマルチプライア３１との間
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に配置される。より詳しくは、画像担体１３がゲル支持体もしくは転写支持体である場合
にはフィルタ４５Ａ～４５Ｃのいずれか１つが、画像担体１３が蓄積性蛍光体シートであ
る場合にはフィルタ４５Ｄが、それぞれ穴開き凹面ミラー４１とフォトマルチプライア３
１との間に配置される。
【００４４】
　画像担体１３からの光ＤＬには、多少ではあるが励起光ＥＬが含まれている。この励起
光ＥＬは画像の生成には不要なノイズである。そこで、フィルタ４５Ａ～４５Ｄは、励起
光ＥＬをカットし、かつ光ＤＬを透過する特性を有する。
【００４５】
　フィルタ４５Ａ～４５Ｃにも、励起光源２６Ａ～２６Ｃと同様に、複数種類の蛍光色素
もしくは蛍光タンパク質に対応するため、透過波長帯域が異なるものが用意されている。
具体的には、フィルタ４５Ａは、６３５ｎｍ以下の波長の光（赤色励起光）をカットし、
かつ６３５ｎｍよりも長い波長の光（赤色蛍光）を透過する。フィルタ４５Ｂは、５３２
ｎｍ以下の波長の光（緑色励起光）をカットし、かつ５３２ｎｍよりも長い波長の光（緑
色蛍光）を透過する。フィルタ４５Ｃは、４８８ｎｍ以下の波長の光（青色励起光）をカ
ットし、かつ４８８ｎｍよりも長い波長の光（青色蛍光）を透過する。
【００４６】
　以下では、フィルタ４５Ａを赤色フィルタ４５Ａ、フィルタ４５Ｂを緑色フィルタ４５
Ｂ、フィルタ４５Ｃを青色フィルタ４５Ｃとそれぞれ表記する場合がある。また、フィル
タ４５Ａ～４５Ｄをまとめてフィルタ４５と表記する場合がある。なお、励起光ＥＬの発
光波長帯域と同様に、フィルタの透過波長帯域もこれに限るものではない。また、フィル
タの数も、４つに限ることなく、１つでもよいし、５つ以上でもよい。
【００４７】
　フォトマルチプライア３１には、フィルタ４５Ａ～４５Ｄを透過した光ＤＬが入射する
。フォトマルチプライア３１は、光ＤＬを所定のタイミングで光電的に検出して、これに
応じたアナログの画像信号を出力する。
【００４８】
　図３に示すように、光学ヘッド２９には、凹面ミラー５０と非球面レンズ５１とが搭載
されている。凹面ミラー５０は、導光光学系２８の凹面ミラー４２から入射した励起光Ｅ
Ｌを非球面レンズ５１に向けて反射する。非球面レンズ５１は、凹面ミラー５０からの励
起光ＥＬをガラス板３２上に載置された画像担体１３の裏面に集光する。また、非球面レ
ンズ５１は、励起光ＥＬの照射によって画像担体１３から発せられた光ＤＬを集光し、凹
面ミラー５０に入射させる。凹面ミラー５０は、非球面レンズ５１からの光ＤＬをさらに
集光し、かつ略平行光として導光光学系２８の凹面ミラー４２に入射させる。
【００４９】
　図４において、フォトマルチプライア３１には、Ａ／Ｄ（Analog/Digital）変換器（Ａ
／Ｄ）５５が接続されている。Ａ／Ｄ５５は、フォトマルチプライア３１から所定のタイ
ミングで次々出力されるアナログの画像信号を順次デジタルの画像信号に変換する。Ａ／
Ｄ５５は、デジタルの画像信号を画像メモリ５６に出力する。画像メモリ５６は、画像担
体１３の全面に対する光学ヘッド２９の１回の走査で得られる１フレーム分のデジタル画
像信号（画像）を記録する。
【００５０】
　画像メモリ５６には、画像処理部５７と通信部５８が接続されている。画像処理部５７
は、画像メモリ５６に記録された画像に対して、画素補間処理、色補正処理、階調処理等
の各種画像処理を施す。通信部５８はＵＳＢ通信インターフェースであり、コンソール１
２との間の各種データの通信を担う。通信部５８は、画像メモリ５６から画像処理済みの
画像（プレ画像または本画像）を受け取り、これをコンソール１２に送信する。
【００５１】
　前述の励起光源２６Ａ～２６Ｃ、光学ヘッド２９、フォトマルチプライア３１、凹面ミ
ラー４２、基板４４、およびフィルタ４５Ａ～４５Ｄ（フィルタユニット３０）は、画像
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担体１３の画像を出力するために駆動するスキャン部５９を構成する。このスキャン部５
９、画像処理部５７、および通信部５８等の各部は、コントローラ６０により統括的に制
御される。特にスキャン部５９は、コントローラ６０の制御の下でスキャンを実施する。
【００５２】
　図５において、コンソール１２は、前述のディスプレイ１７および操作部１８に加えて
、ストレージデバイス６５、メモリ６６、ＣＰＵ（Central Processing Unit）６７、お
よび通信部６８を備えている。これらはデータバス６９を介して相互接続されている。
【００５３】
　ストレージデバイス６５は、コンソール１２に内蔵、またはケーブルあるいはネットワ
ークを通じて接続されたハードディスクドライブ、もしくはハードディスクドライブを複
数台連装したディスクアレイである。ストレージデバイス６５には、オペレーティングシ
ステム等の制御プログラム、各種アプリケーションプログラム、およびこれらのプログラ
ムに付随する各種データ等が記憶されている。
【００５４】
　メモリ６６は、ＣＰＵ６７が処理を実行するためのワークメモリである。ＣＰＵ６７は
、ストレージデバイス６５に記憶されたプログラムをメモリ６６へロードして、プログラ
ムにしたがった処理を実行することにより、コンソール１２の各部を統括的に制御する。
通信部６８は、画像読取装置１１の通信部５８と同様に、画像読取装置１１との間の各種
データの通信を担うＵＳＢ通信インターフェースである。
【００５５】
　図６において、ストレージデバイス６５には作動プログラム７５が記憶されている。作
動プログラム７５は、コンソール１２を画像読取装置１１の制御装置として機能させるた
めのアプリケーションプログラムである。ストレージデバイス６５には、作動プログラム
７５の他に、プレスキャン条件７６Ｐ（図７参照）、仮本スキャン条件７６Ｍ（図８参照
）、および変数テーブル７７（図９参照）が記憶されている。
【００５６】
　作動プログラム７５が起動されると、ＣＰＵ６７は、メモリ６６等と協働して、画像受
付部８０、指示受付部８１、情報管理部８２、算出部８３、スキャン条件設定部８４、お
よび表示制御部８５として機能する。
【００５７】
　画像受付部８０は、画像読取装置１１からのプレ画像および本画像を受け付ける画像受
付機能を担う。画像受付部８０は、プレ画像および本画像を表示制御部８５に、プレ画像
を算出部８３にそれぞれ出力する。
【００５８】
　指示受付部８１は、操作部１８からの操作指示の入力を受け付ける。具体的には、指示
受付部８１は、操作部１８を介してユーザにより選択された撮影メニューを受け付ける。
指示受付部８１は、受け付けた撮影メニューを情報管理部８２に出力する。
【００５９】
　また、指示受付部８１は領域情報受付部に相当し、操作部１８を介してユーザにより指
定されたプレ画像内の領域の情報（領域情報）を受け付ける領域情報受付機能を担う。指
示受付部８１は、受け付けた領域情報を算出部８３に出力する。
【００６０】
　領域情報は、具体的にはプレ画像を構成する画素のうちの１つの画素を原点とした二次
元座標である。例えば領域が矩形の場合、領域情報は、矩形の１つの角とその角の対角の
座標である。
【００６１】
　情報管理部８２は、プレスキャン条件７６Ｐ、仮本スキャン条件７６Ｍ、および変数テ
ーブル７７等のストレージデバイス６５に記憶された各種情報を管理する。情報管理部８
２は、指示受付部８１からの各種操作指示に応じた情報をストレージデバイス６５から読
み出し、読み出した情報を算出部８３およびスキャン条件設定部８４に受け渡す。
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【００６２】
　算出部８３は、フォトマルチプライア３１の適正電圧値ＨＶＭ（図８等参照）を算出す
る算出機能を担う。適正電圧値ＨＶＭは、領域の濃度が分析に適正な濃度となる電圧値で
ある。算出部８３は、算出した適正電圧値ＨＶＭをスキャン条件設定部８４および表示制
御部８５に出力する。
【００６３】
　スキャン条件設定部８４は、プレスキャン条件７６Ｐおよび本スキャン条件を設定する
スキャン条件設定機能を担う。スキャン条件設定部８４は、仮本スキャン条件７６Ｍのフ
ォトマルチプライア３１の電圧値に、算出部８３からの適正電圧値ＨＶＭを設定し、仮本
スキャン条件７６Ｍを本スキャン条件とする。スキャン条件設定部８４は、プレスキャン
条件７６Ｐおよび本スキャン条件を画像読取装置１１に出力する。
【００６４】
　表示制御部８５は出力制御部に相当する。表示制御部８５は、画像受付部８０からのプ
レ画像と本画像、並びに算出部８３からの適正電圧値ＨＶＭの表示出力を制御する。具体
的には、表示制御部８５は、プレ画像、本画像、および適正電圧値ＨＶＭを表示する画面
９０（図１６～図２４参照）を生成し、これをディスプレイ１７に出力する。
【００６５】
　図７および図８において、プレスキャン条件７６Ｐおよび仮本スキャン条件７６Ｍは、
撮影メニュー１、２、３、・・・等の撮影メニュー毎に用意されている。プレスキャン条
件７６Ｐおよび仮本スキャン条件７６Ｍには、励起光源２６とフィルタ４５のセット、フ
ォトマルチプライア３１の電圧値、解像度、および画像処理の各項目が設けられている。
これら各項目のうちの画像処理の項目以外は、励起光源２６のドライバ、光学ヘッド２９
、基板４４および凹面ミラー４２、フィルタユニットを移動させるモータのドライバ、フ
ォトマルチプライア３１のドライバ等、スキャン部５９の各種ドライバに設定され、画像
処理の項目は画像処理部５７に設定される。
【００６６】
　励起光源２６とフィルタ４５のセットの項目には、励起光源２６Ａ～２６Ｃとフィルタ
４５Ａ～４５Ｄのうち、スキャンで使用する励起光源２６とフィルタ４５のセット（ここ
では（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）の３セット）が登録される。スキャン時には、この励起光源
２６とフィルタ４５のセットの項目に登録された励起光源２６が駆動され、かつ登録され
たフィルタ４５が穴開き凹面ミラー４１とフォトマルチプライア３１との間に配置される
。フォトマルチプライア３１の電圧値の項目には、スキャン時にフォトマルチプライア３
１に設定する電圧値が登録される。
【００６７】
　解像度の項目には、画像の解像度を決定する光ＤＬの読取間隔（画素ピッチ）および光
学ヘッド２９の走査速度が登録される。走査速度には、図７に示す「高速」と、図８に示
す「通常」とがある。フォトマルチプライア３１の光ＤＬの検出タイミングは、この解像
度の項目に登録された読取間隔に基づいて調整される。凹面ミラー４２および基板４４は
、登録された読取間隔で副走査方向Ｙに走査される。また、光学ヘッド２９は、登録され
た走査速度で主走査方向Ｘに走査される。走査速度の項目に「高速」が登録されていた場
合、光学ヘッド２９は、「通常」が登録されていた場合よりも速い走査速度（例えば１０
倍速）で走査される。
【００６８】
　画像処理の項目には、画像処理部５７で画像に施す画像処理のレベルが登録される。画
像処理のレベルには、図７に示す「簡易」と、図８に示す「通常」の２段階がある。画像
処理の項目に登録されたレベルが「簡易」の場合、画像処理部５７は、レベルが「通常」
の場合よりも簡易な画像処理で済ませる。簡易な画像処理とは、例えば画素補間処理を施
さない等である。
【００６９】
　励起光源２６とフィルタ４５のセットの項目には、同一の撮影メニューの各スキャン条
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件７６Ｐ、７６Ｍで同じものが登録される。フォトマルチプライア３１の電圧値の項目に
は、プレスキャン条件７６Ｐにおいては励起光源２６とフィルタ４５のセットに関わらず
一律に同じデフォルトの電圧値ＨＶＰが登録される。一方、仮本スキャン条件７６Ｍにお
いては、フォトマルチプライア３１の電圧値の項目は空欄となっている。なお、プレスキ
ャン条件７６Ｐにおいて、セット毎に異なるデフォルトの電圧値ＨＶＰが登録されていて
もよい。
【００７０】
　プレスキャン条件７６Ｐの解像度はプレ画像の解像度であり、仮本スキャン条件７６Ｍ
の解像度は本画像の解像度である。プレスキャン条件７６Ｐの解像度の読取間隔の項目に
は、仮本スキャン条件７６Ｍの「５０μｍ」に対して、「１０００μｍ」とより広い値が
登録される。また、プレスキャン条件７６Ｐの解像度の走査速度の項目には、仮本スキャ
ン条件７６Ｍの「通常」に対して、「高速」が登録される。
【００７１】
　プレスキャン条件７６Ｐは、仮本スキャン条件７６Ｍよりも読取間隔が広い。このため
、プレ画像は、本画像と比べて画素のサイズが大きく、かつ画素数が少ない、解像度の低
い画像となる。つまり、プレスキャン条件７６Ｐには、本画像の解像度よりも低いプレ画
像の解像度が設定されている。
【００７２】
　また、画像処理の項目には、プレスキャン条件７６Ｐにおいては「簡易」が、仮本スキ
ャン条件７６Ｍにおいては「通常」がそれぞれ登録されている。つまり、プレスキャン条
件７６Ｐには、本画像に施す画像処理よりも簡易な画像処理が設定されている。このため
、プレ画像の画像処理に掛かる処理時間は、本画像の場合よりも短い。また、走査速度は
、プレスキャン条件７６Ｐは「高速」、仮本スキャン条件７６Ｍは「通常」がそれぞれ登
録されている。このように、プレスキャン条件７６Ｐは、本スキャンよりもプレスキャン
が短時間で終了する内容である。なお、セット毎に異なる解像度および画像処理が登録さ
れていてもよい。
【００７３】
　プレスキャン条件７６Ｐは前述のように読取間隔が広いため、重要な部分の画像情報を
得られない可能性がある、または画像情報が正しくない可能性がある。そこで、本実施形
態では、プレスキャンを行うときのみ、励起光ＥＬの光路にビームエキスパンダーを挿入
する、あるいは励起光源２６の位置をずらしてデフォーカスする等して、プレスキャンに
おける励起光ＥＬの径を本スキャンの場合よりも太くする。ただし、励起光ＥＬの径を太
くすると、励起光ＥＬの単位断面積当たりのパワーが弱まるため、これを補うために励起
光源２６に与える駆動電流が本スキャンの場合よりも高く設定されている。なお、画像担
体１３が蓄積性蛍光体シートであった場合は、プレスキャンで蓄積性蛍光体シートに担持
された全画像情報が読み取られることを防ぐために、プレスキャンにおいては励起光源２
６の駆動電流を微弱な値として励起光ＥＬの単位断面積当たりのパワーを低くし、かつ解
像度を低くする。
【００７４】
　図９において、変数テーブル７７には、撮影メニュー、励起光源２６とフィルタ４５の
セット、プレ画像と本画像の解像度、および変数αの各項目が設けられている。励起光源
２６とフィルタ４５のセットの項目、およびプレ画像と本画像の解像度の項目には、撮影
メニューに対応する各スキャン条件７６Ｐ、７６Ｍの励起光源２６とフィルタ４５のセッ
ト、およびプレ画像と本画像の解像度が登録される。変数αは、適正電圧値ＨＶＭの算出
に用いる変数であり、使用する励起光源２６とフィルタ４５のセット、並びにプレ画像の
解像度と本画像の解像度に関する変数である。撮影メニュー１のように１つの撮影メニュ
ーで励起光源２６とフィルタ４５のセットが複数ある場合、変数αは、α１－Ｒ、α１－
Ｇ、α１－Ｂのように複数のセット毎に登録される。なお、励起光源２６とフィルタ４５
のセットは、励起光ＥＬをカットし、光ＤＬを透過する組み合わせであればよく、撮影メ
ニュー３の青色励起光源２６Ｃと赤色フィルタ４５Ａで例示するように異なる色の場合も
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ある。
【００７５】
　画像読取装置１１にプレスキャン条件７６Ｐが設定されるまでの流れを示す図１０にお
いて、まず、指示受付部８１は、操作部１８を介してユーザにより選択された撮影メニュ
ーを受け付け、受け付けた撮影メニューを情報管理部８２に出力する（ステップＳ１０）
。
【００７６】
　情報管理部８２は、指示受付部８１からの撮影メニューに対応するプレスキャン条件７
６Ｐをストレージデバイス６５から読み出し、読み出したプレスキャン条件７６Ｐをスキ
ャン条件設定部８４に受け渡す（ステップＳ１１）。
【００７７】
　スキャン条件設定部８４は、情報管理部８２から受け渡されたプレスキャン条件７６Ｐ
を、そのまま画像読取装置１１に出力する（ステップＳ１２）。以上により画像読取装置
１１にプレスキャン条件７６Ｐが設定される。
【００７８】
　一方、図１１は、画像読取装置１１に本スキャン条件が設定されるまでの流れを示して
いる。この場合も、指示受付部８１において撮影メニューを受け付け、情報管理部８２か
ら撮影メニューに対応する仮本スキャン条件７６Ｍをスキャン条件設定部８４に受け渡す
までの流れ（ステップＳ２０、Ｓ２１－１）は図１０のステップＳ１０、Ｓ１１と同様で
ある。ただし、この場合、情報管理部８２は、プレスキャン条件７６Ｐのフォトマルチプ
ライア３１の電圧値ＨＶＰ、および指示受付部８１からの撮影メニューに対応する変数α
等をストレージデバイス６５から読み出し、これらを算出部８３に受け渡す（ステップＳ
２１－２）。
【００７９】
　仮本スキャン条件７６Ｍのフォトマルチプライア３１の電圧値の項目には、情報管理部
８２からスキャン条件設定部８４に受け渡された段階では、何も登録されていない（適正
電圧値未登録）。この空欄のフォトマルチプライア３１の電圧値の項目に適正電圧値ＨＶ
Ｍを登録して本スキャン条件とする手順を以下に説明する。
【００８０】
　まず、プレスキャン終了後、画像受付部８０において、画像読取装置１１からのプレ画
像を受け付ける（ステップＳ２２）。プレ画像は算出部８３に出力され（ステップＳ２３
－１）、かつ表示制御部８５に出力されてディスプレイ１７に表示される（ステップＳ２
３－２）。
【００８１】
　ユーザはディスプレイ１７に表示されたプレ画像を観察し、操作部１８を操作して領域
を指定する。これにより指示受付部８１において領域情報が受け付けられる。領域情報は
算出部８３に出力される（ステップＳ２４）。
【００８２】
　算出部８３には、情報管理部８２からプレスキャン条件７６Ｐのフォトマルチプライア
３１の電圧値ＨＶＰおよび変数α、画像受付部８０からプレ画像、指示受付部８１から領
域情報がそれぞれ入力される。指示受付部８１から領域情報が入力された場合に、算出部
８３は適正電圧値ＨＶＭの算出を開始する。
【００８３】
　具体的には、まず、指示受付部８１からの領域情報に基づいて、画像受付部８０からの
プレ画像から領域を抜き出し、領域の濃度の代表値ＳＰを導出する。代表値ＳＰは、例え
ば領域の濃度の最大値である。最大値に代えて最頻値あるいは平均値を代表値ＳＰとして
導出してもよい。
【００８４】
　算出部８３は、下記計算式（１）を用いて、適正電圧値ＨＶＭを算出する。
　ＨＶＭ＝ＨＶＰ×１０＾［｛log（ＳＴ／ＳＰ）＋α｝／ＰＭＭ＿ＧＡ］・・・（１）
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　ここで、ＳＴは予め設定された分析に適正な濃度、ＰＭＭ＿ＧＡはフォトマルチプライ
ア３１の光ＤＬに対する基本感度係数である。ＳＴおよびＰＭＭ＿ＧＡはストレージデバ
イス６５に記憶されており、ステップＳ２１－２において、情報管理部８２がプレスキャ
ン条件７６Ｐの電圧値ＨＶＰ等とともに算出部８３に受け渡す。
【００８５】
　なお、分析に適正な濃度は、生化学分析の分野で公共機関により定められた濃度、ある
いは画像検出システム１０の利用施設で定められた濃度である。個々のユーザが分析に適
正な濃度を設定してもよい。
【００８６】
　計算式（１）は、領域の濃度の代表値ＳＰ、およびプレスキャン条件７６Ｐの電圧値Ｈ
ＶＰを変数とする。また、計算式（１）は、使用する励起光源２６とフィルタ４５のセッ
ト、並びにプレ画像の解像度と本画像の解像度に関する変数αも有している。
【００８７】
　算出部８３は、算出した適正電圧値ＨＶＭをスキャン条件設定部８４に出力する（ステ
ップＳ２５）。スキャン条件設定部８４は、情報管理部８２からの仮本スキャン条件７６
Ｍのフォトマルチプライア３１の電圧値の項目に、算出部８３からの適正電圧値ＨＶＭを
登録する。この適正電圧値ＨＶＭが登録された仮本スキャン条件７６Ｍが、本スキャン条
件としてスキャン条件設定部８４から画像読取装置１１に出力される（ステップＳ２６）
。以上により画像読取装置１１に本スキャン条件が設定される。
【００８８】
　算出部８３は、プレ画像内の領域の濃度の代表値ＳＰに加えて、プレ画像全体の濃度の
代表値ＳＰａｌｌも導出する。そして、プレ画像全体の濃度の代表値ＳＰａｌｌを、領域
の濃度の代表値ＳＰの代わりに計算式（１）に代入し、プレ画像全体の適正電圧値ＨＶＭ
ａｌｌも算出する。算出部８３は、算出したプレ画像全体の適正電圧値ＨＶＭａｌｌを表
示制御部８５に出力する。なお、図１０および図１１では、説明に関係のない部分は図示
を省略している。以降の図１２～図１４も同様である。
【００８９】
　図１２に示すように、本スキャンにおいて複数の励起光源２６を用いる場合、プレスキ
ャンは複数の励起光源２６の各々について実施され、複数の励起光源２６に対応する複数
のプレ画像が出力される。この場合、画像受付部８０は、複数の励起光源２６に対応する
複数のプレ画像を受け付け、これらを算出部８３に出力する。
【００９０】
　図１２では、撮影メニュー１が選択され、赤色励起光源２６Ａと赤色フィルタ４５Ａの
セットを用いたプレスキャンＰＳ－Ｒ、緑色励起光源２６Ｂと緑色フィルタ４５Ｂのセッ
トを用いたプレスキャンＰＳ－Ｇ、および青色励起光源２６Ｃと青色フィルタ４５Ｃのセ
ットを用いたプレスキャンＰＳ－Ｂがそれぞれ実施された場合を例示している。この場合
、赤色励起光源２６Ａに対応するプレ画像ＧＰ－Ｒ、緑色励起光源２６Ｂに対応するプレ
画像ＧＰ－Ｇ、青色励起光源２６Ｃに対応するプレ画像ＧＰ－Ｂがそれぞれ出力され、画
像受付部８０で受け付けられて算出部８３に出力される。
【００９１】
　また、本スキャンにおいて複数の励起光源２６を用いる場合、図１３および図１４に示
すように、複数のプレ画像毎に領域が指定される。指示受付部８１は、複数のプレ画像毎
の領域の情報を受け付け、これらを算出部８３に出力する。算出部８３は、複数のプレ画
像毎に指定された複数の領域毎の適正電圧値を算出する。
【００９２】
　図１３では、図１２に示すプレ画像ＧＰ－Ｒ、ＧＰ－Ｇ、ＧＰ－Ｂについて、それぞれ
共通する領域Ｒ－Ｒ、Ｒ－Ｇ、Ｒ－Ｂが指定された場合を例示している。一方、図１４で
は、図１２に示すプレ画像ＧＰ－Ｒ、ＧＰ－Ｇ、ＧＰ－Ｂについて、それぞれ異なる領域
Ｒ－Ｒ、Ｒ－Ｇ、Ｒ－Ｂが指定された場合を例示している。この場合、領域Ｒ－Ｒの情報
である領域情報ＩＲ－Ｒ、領域Ｒ－Ｇの情報である領域情報ＩＲ－Ｇ、領域Ｒ－Ｂの情報
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である領域情報ＩＲ－Ｂがそれぞれ指示受付部８１で受け付けられて算出部８３に出力さ
れる。そして、領域Ｒ－Ｒの適正電圧値ＨＶＭ－Ｒ、領域Ｒ－Ｇの適正電圧値ＨＶＭ－Ｇ
、領域Ｒ－Ｂの適正電圧値ＨＶＭ－Ｂがそれぞれ算出部８３において算出され、スキャン
条件設定部８４に出力される。なお、異なる領域は、領域同士に重複がない場合はもちろ
ん、領域同士に一部重複がある場合、およびある領域の一部または全てが他の領域に包含
されている場合も含む。
【００９３】
　図１５～図２４は、表示制御部８５によりディスプレイ１７に表示される画面９０であ
る。
【００９４】
　画面９０は、主として、メイン表示枠９１、ステータス表示枠９２、および凡例表示枠
９３で構成される。メイン表示枠９１には、撮影メニュー、励起光源２６とフィルタ４５
のセット、プレ画像、本画像、適正電圧値ＨＶＭ等が表示される。ステータス表示枠９２
には、プレスキャン終了、本スキャン終了等の画像読取装置１１のステータス（動作状態
）が表示される。凡例表示枠９３には、励起光源２６とフィルタ４５のセットに用いられ
る凡例が表示される。例えば円内に「ＬＢ」の文字が記された凡例は、中心波長４８８ｎ
ｍの青色励起光を発する青色励起光源２６Ｃを示し、円内に「ＦＲ」の文字が記された凡
例は、６３５ｎｍ以下の波長の光（赤色励起光）をカットし、かつ６３５ｎｍよりも長い
波長の光（赤色蛍光）を透過する赤色フィルタ４５Ａを示す。
【００９５】
　図１５は、スキャン開始前にディスプレイ１７に表示される画面９０である。メイン表
示枠９１には、撮影メニューを選択するためのプルダウンメニュー９５と、セット表示枠
９６とが設けられる。また、ステータス表示枠９２には、画像読取装置１１のステータス
がスキャン開始前の準備状態である旨が表示される。
【００９６】
　プルダウンメニュー９５がカーソル９７で選択されると、選択可能な撮影メニューがプ
ルダウンメニュー９５の直下に一覧表示される。ユーザは、このプルダウンメニュー９５
をカーソル９７で操作し、所望の撮影メニューを選択する。
【００９７】
　セット表示枠９６は、スキャンで使用する励起光源２６とフィルタ４５のセット数分表
示される。セット表示枠９６内には、２つの小枠９８、９９が設けられている。小枠９８
には、励起光源２６とフィルタ４５のセットの凡例と、当該セットに対応する蛍光色素も
しくは蛍光タンパク質が表示される。小枠９９には、プレスキャン条件７６Ｐのデフォル
トの電圧値ＨＶＰが表示される。
【００９８】
　図１５では、撮影メニューとして「ｍｅｔｈｏｄ－１」が選択されている。この撮影メ
ニュー「ｍｅｔｈｏｄ－１」は、図７等で例示した撮影メニュー１である。このため、セ
ット表示枠９６には、図７等で例示した（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）の３セットが表示される
。すなわち、上段のセット表示枠９６には（Ｂ）の青色励起光源２６Ｃと青色フィルタ４
５Ｃのセット（丸に「ＬＢ」の文字の凡例、丸に「ＦＢ」の文字の凡例、および対応する
蛍光色素「Ｃ２」）、中段のセット表示枠９６には（Ｇ）の緑色励起光源２６Ｂと緑色フ
ィルタ４５Ｂのセット（丸に「ＬＧ」の文字の凡例、丸に「ＦＧ」の文字の凡例、および
対応する蛍光色素「Ｃ３」）、下段のセット表示枠９６には（Ｒ）の赤色励起光源２６Ａ
と赤色フィルタ４５Ａのセット（丸に「ＬＲ」の文字の凡例、丸に「ＦＲ」の文字の凡例
、および対応する蛍光色素「Ｃ５」）がそれぞれ表示される。
【００９９】
　メイン表示枠９１の下部には、プレスキャン開始ボタン１００と本スキャン開始ボタン
１０１とが設けられている。プレスキャン開始ボタン１００が選択された場合、そのとき
プルダウンメニュー９５で選択されていた撮影メニュー（図１５の場合は撮影メニュー１
）に対応するプレスキャン条件７６Ｐが画像読取装置１１に出力される。そして、画像読
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取装置１１でプレスキャンが実施される。
【０１００】
　図１６は、プレスキャンの実施後にディスプレイ１７に表示される画面９０である。メ
イン表示枠９１には、画像表示枠１０５、および適正電圧値表示枠１０６等が設けられる
。ステータス表示枠９２には、プレスキャンが終了した旨が表示される。また、プレスキ
ャン開始ボタン１００は消滅し、本スキャン開始ボタン１０１のみとなる。
【０１０１】
　画像表示枠１０５にはプレ画像が表示される。図１５に示す例では、本スキャンにおい
て励起光源２６Ａ～２６Ｃを用いるので、図１２等で説明したように、プレスキャンは励
起光源２６Ａ～２６Ｃの各々について実施され、励起光源２６Ａ～２６Ｃに対応するプレ
画像ＧＰ－Ｒ、ＧＰ－Ｇ、ＧＰ－Ｂが出力される。このように複数のプレ画像が出力され
る場合、画像表示枠１０５の左側には、画像表示枠１０５に表示するプレ画像を選択する
ための表示選択ボタン１０７が設けられる。図１６においては、（Ｂ）の青色励起光源２
６Ｃと青色フィルタ４５Ｃのセット（蛍光色素「Ｃ２」）に対応する上段の表示選択ボタ
ン１０７が選択された状態を示している。このため、画像表示枠１０５には、図１２等で
例示したプレ画像ＧＰ－Ｂが表示される。
【０１０２】
　表示選択ボタン１０７の右横には、小枠１０８が設けられている。この小枠１０８には
、図１５の小枠９９と同じく、プレスキャン条件７６Ｐのデフォルトの電圧値ＨＶＰが表
示される。また、画像表示枠１０５の右側には、画像表示枠１０５に表示された画像の色
味を変更するためのプルダウンメニュー１０９が設けられている。プルダウンメニュー１
０９の選択肢には、ネガティブグレイ、ポジティブグレイ、赤、緑、青、マルチカラー等
が用意されている。ネガティブグレイの場合、画像は、濃度が高い部分が黒く、低い部分
が白く表現されたモノクロ画像となる。ポジティブグレイの場合はネガティブグレイの場
合と逆に、濃度が低い部分が黒く、高い部分が白く表現されたモノクロ画像となる。
【０１０３】
　適正電圧値表示枠１０６には、「Ｃａｌｃｕｌａｔｅｄ　ＰＭＴ：」の下の枠の「５３
０Ｖ」のように、プレ画像全体の適正電圧値ＨＶＭａｌｌ、または領域の適正電圧値ＨＶ
Ｍが表示される。適正電圧値表示枠１０６には、表示されている適正電圧値が、プレ画像
全体の適正電圧値ＨＶＭａｌｌと領域の適正電圧値ＨＶＭのいずれであるかを示すラジオ
ボタン１１０が設けられている。上段のラジオボタン１１０に黒点が表示されている場合
は、表示されている適正電圧値はプレ画像全体の適正電圧値ＨＶＭａｌｌであり、下段の
ラジオボタン１１０に黒点が表示されている場合は、表示されている適正電圧値は領域の
適正電圧値ＨＶＭである。図１６においては、ユーザにより領域が指定される前であるた
め、表示されている適正電圧値はプレ画像全体の適正電圧値ＨＶＭａｌｌであり、上段の
ラジオボタン１１０に黒点が表示されている。
【０１０４】
　なお、図１７に示すように、（Ｇ）の緑色励起光源２６Ｂと緑色フィルタ４５Ｂのセッ
ト（蛍光色素「Ｃ３」）に対応する中段の表示選択ボタン１０７が選択された場合は、図
１２等で例示したプレ画像ＧＰ－Ｇが画像表示枠１０５に表示される。また、図１８に示
すように、（Ｒ）の赤色励起光源２６Ａと赤色フィルタ４５Ａのセット（蛍光色素「Ｃ５
」）に対応する下段の表示選択ボタン１０７が選択された場合は、図１２等で例示したプ
レ画像ＧＰ－Ｒが画像表示枠１０５に表示される。
【０１０５】
　図１９は、図１６に示す画面９０において、ユーザが領域を指定する様子を示す。領域
の指定は、例えば、画像表示枠１０５に表示されたプレ画像上の所望の点にカーソル９７
を合わせてマウスを右クリックする。そして、この操作によりプレ画像上に出現した矩形
状の領域指定枠１１５で所望の領域がカバーされるようにカーソル９７を移動させること
で行われる。領域指定枠１１５は、一旦指定された後も、プレ画像上の位置、および縦横
の幅を変更することが可能である。
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【０１０６】
　この領域指定枠１１５の指定により、指示受付部８１に領域情報が入力される。そして
、算出部８３にて領域の適正電圧値ＨＶＭが算出される。適正電圧値表示枠１０６では、
下段のラジオボタン１１０に黒点の表示が切り替わり、プレ画像全体の適正電圧値ＨＶＭ
ａｌｌに代えて、領域の適正電圧値ＨＶＭが表示される。
【０１０７】
　図１９においては、領域指定枠１１５で指定される領域は図１３および図１４に示す領
域Ｒ－Ｂであり、指示受付部８１で受け付けられる領域情報は図１３および図１４に示す
領域情報ＩＲ－Ｂである。また、適正電圧値表示枠１０６には、図１３および図１４に示
す適正電圧値ＨＶＭ－Ｂが表示される。
【０１０８】
　なお、図２０および図２１に示すように、図１７のプレ画像ＧＰ－Ｇ、図１８のプレ画
像ＧＰ－Ｒについても同様に領域の指定が行われて適正電圧値ＨＶＭ－Ｇ、ＨＶＭ－Ｒが
算出され、適正電圧値表示枠１０６に表示される。図１９～図２１では、複数のプレ画像
ＧＰ－Ｂ、ＧＰ－Ｇ、ＧＰ－Ｒにおいて共通する領域が指定される例を示している。
【０１０９】
　領域の指定後、本スキャン開始ボタン１０１が選択された場合、スキャン条件設定部８
４によって、適正電圧値ＨＶＭが設定された仮本スキャン条件７６Ｍが本スキャン条件と
して画像読取装置１１に出力される。そして、画像読取装置１１で本スキャンが実施され
る。
【０１１０】
　図２２は、本スキャンの実施後にディスプレイ１７に表示される画面９０である。メイ
ン表示枠９１には、適正電圧値表示枠１０６に代えて濃度代表値表示枠１２０が表示され
る以外は、図１６等に示す画面９０と同じものが表示される。ただし、画像表示枠１０５
には、プレ画像ではなく本画像が表示され、図１９等において指定した領域指定枠１１５
が表示される。また、小枠１０８には、プレスキャン条件７６Ｐの電圧値ＨＶＰではなく
、適正電圧値ＨＶＭが表示される。
【０１１１】
　さらにこの場合、ステータス表示枠９２には、本スキャンが終了した旨が表示される。
また、本スキャン開始ボタン１０１の代わりに、本画像をストレージデバイス６５に保存
するための保存ボタン１２１が表示される。
【０１１２】
　濃度代表値表示枠１２０には、「Ｍａｘ.  Ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ：」の下の枠の「５０
０００」のように、本画像全体の濃度の代表値ＳＭａｌｌ、または本画像の領域の濃度の
代表値ＳＭが表示される。本画像全体の濃度の代表値ＳＭａｌｌと領域の濃度の代表値Ｓ
Ｍは、プレ画像全体の濃度の代表値ＳＰａｌｌと領域の濃度の代表値ＳＰと同じく、算出
部８３が導出して表示制御部８５に出力する。
【０１１３】
　濃度代表値表示枠１２０には、表示する濃度の代表値を、本画像全体の濃度の代表値Ｓ
Ｍａｌｌと領域の濃度の代表値ＳＭのいずれにするかを切り替えるラジオボタン１２２が
設けられている。上段のラジオボタン１２２が選択された場合は本画像全体の濃度の代表
値ＳＭａｌｌが、下段のラジオボタン１２２が選択された場合は領域の濃度の代表値ＳＭ
がそれぞれ表示される。図２２においては、下段のラジオボタン１２２が選択され、領域
の濃度の代表値ＳＭが表示されている。この濃度代表値表示枠１２０により、濃度が分析
に適正な濃度ＳＴとなっているかを確認することができる。
【０１１４】
　また、図２２においては、（Ｂ）の青色励起光源２６Ｃと青色フィルタ４５Ｃのセット
（蛍光色素「Ｃ２」）に対応する上段の表示選択ボタン１０７が選択された状態を示して
いる。このため、画像表示枠１０５には、（Ｂ）の青色励起光源２６Ｃと青色フィルタ４
５Ｃのセットで本スキャンをして得られた本画像が表示される。
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【０１１５】
　表示選択ボタン１０７は複数選択することが可能である。このため、例えば図２３に示
す画面９０のように、全ての表示選択ボタン１０７を選択し、（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）の
３セットの本スキャンで得られた３つの本画像の重畳画像を画像表示枠１０５に表示させ
ることも可能である。
【０１１６】
　図２３においては、プルダウンメニュー１０９においてマルチカラーが選択されている
。そして、表示選択ボタン１０７の右横には、小枠１０８の代わりにカラー割り当て用の
プルダウンメニュー１２５が設けられている。例えば（Ｂ）の青色励起光源２６Ｃと青色
フィルタ４５Ｃのセットには青、（Ｇ）の緑色励起光源２６Ｂと緑色フィルタ４５Ｂのセ
ットには緑、（Ｒ）の赤色励起光源２６Ａと赤色フィルタ４５Ａのセットには赤がそれぞ
れ割り当てられている。
【０１１７】
　あるいは図２４に示す画面９０のように、２つの表示選択ボタン１０７を選択し、（Ｒ
）、（Ｇ）、（Ｂ）の３セットの本スキャンで得られた３つの本画像のうちの２つの本画
像（この場合は（Ｂ）、（Ｇ）のセットで得られた本画像）の重畳画像を画像表示枠１０
５に表示させることも可能である。こうして１つの本画像を単独で表示可能とし、かつ複
数の本画像の重畳画像も表示可能としたので、様々な視点で本画像の写り具合を確認する
ことができる。また、専用の分析装置を用いた本格的な分析の前に、簡易的な分析を済ま
せることができる。
【０１１８】
　上記構成による作用について、図２５に示すフローチャートを参照して説明する。まず
、ユーザは、画像担体１３をステージ２５にセットする等の準備作業を行う。準備作業を
終えた後、ユーザは、図１５に示す画面９０において、プルダウンメニュー９５で所望の
撮影メニューを選択し、プレスキャン開始ボタン１００を選択する。これにより、指示受
付部８１において撮影メニューが受け付けられる（ステップＳ１００）。その後、図１０
に示す流れで、スキャン条件設定部８４により撮影メニューに対応するプレスキャン条件
７６Ｐが設定される（ステップＳ１１０、スキャン条件設定ステップ）。設定されたプレ
スキャン条件７６Ｐは画像読取装置１１に出力される。
【０１１９】
　プレスキャン条件７６Ｐには、本画像の解像度よりも低いプレ画像の解像度、および本
画像に施す画像処理よりも簡易な画像処理が設定されている。このため、分析には直接寄
与しないプレスキャンを短時間で終了させることができる。なお、本画像の解像度よりも
低いプレ画像の解像度、および本画像に施す画像処理よりも簡易な画像処理のうちの少な
くともいずれか一方が、プレスキャン条件７６Ｐに設定されていればよい。
【０１２０】
　画像読取装置１１では、コンソール１２からのプレスキャン条件７６Ｐに基づいて、プ
レスキャンが実施される（ステップＳ２００）。本スキャンにおいて複数の励起光源２６
を用いる場合は、プレスキャンは複数の励起光源２６の各々について実施される。プレス
キャンで生成されたプレ画像は、コンソール１２に送信される（ステップＳ２１０）。
【０１２１】
　コンソール１２において、画像読取装置１１からのプレ画像は、画像受付部８０で受け
付けられ、図１６に示す画面９０のように、表示制御部８５によってディスプレイ１７に
表示される（ステップＳ１２０、画像受付ステップ）。本スキャンにおいて複数の励起光
源２６を用いる場合には、複数の励起光源２６に対応する複数のプレ画像が受け付けられ
る。
【０１２２】
　続いて、図１９に示す画面９０のように、ユーザによりプレ画像内の領域が指定される
。これにより、指示受付部８１において領域情報が受け付けられる（ステップＳ１３０、
領域情報受付ステップ）。本スキャンにおいて複数の励起光源２６を用いる場合には、複
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数のプレ画像毎の領域情報が受け付けられる。
【０１２３】
　その後、図１１に示す流れで算出部８３にて適正電圧値ＨＶＭが算出され、算出された
適正電圧値ＨＶＭは表示制御部８５によってディスプレイ１７に表示される（ステップＳ
１４０、算出ステップ）。そして、スキャン条件設定部８４により適正電圧値ＨＶＭを含
む本スキャン条件が設定される（ステップＳ１５０、スキャン条件設定ステップ）。設定
された本スキャン条件は画像読取装置１１に出力される。本スキャンにおいて複数の励起
光源２６を用いる場合には、複数のプレ画像毎に指定された複数の領域毎の適正電圧値Ｈ
ＶＭが算出される。
【０１２４】
　画像読取装置１１では、コンソール１２からの本スキャン条件に基づいて、本スキャン
が実施される（ステップＳ２２０）。プレスキャンと同じく、本スキャンも複数の励起光
源２６の各々について実施される。本スキャンで生成された本画像は、コンソール１２に
送信される（ステップＳ２３０）。
【０１２５】
　コンソール１２において、画像読取装置１１からの本画像は、画像受付部８０で受け付
けられ、図２２に示す画面９０のように、表示制御部８５によってディスプレイ１７に表
示される（ステップＳ１６０）。これにて１つの撮影メニューによる１回のスキャンが終
了する。
【０１２６】
　分析に適正な濃度ＳＴとなるフォトマルチプライア３１の適正電圧値ＨＶＭを算出し、
算出した適正電圧値ＨＶＭにて本スキャンを実施させるので、ユーザはフォトマルチプラ
イア３１の電圧値を試行錯誤して決定する必要がなく、ユーザ所望の領域が分析に適正な
濃度ＳＴとなった本画像を素早く簡単に画像読取装置１１から出力させることが可能とな
る。
【０１２７】
　本スキャンにおいて複数の励起光源２６を用いる場合に、複数の励起光源２６の各々に
ついてプレスキャンを実施し、複数の励起光源２６に対応する複数のプレ画像および複数
のプレ画像毎の領域情報を受け付け、複数のプレ画像毎に指定された複数の領域毎の適正
電圧値ＨＶＭを算出するので、複数の励起光源２６の各々の本スキャンを適正電圧値ＨＶ
Ｍで実施することができ、これにより得られる複数の本画像も全てユーザ所望の領域が分
析に適正な濃度ＳＴとなったものとなる。このため、複数の本画像を用いた分析にスムー
ズに移行することができ、また、分析結果の正確性を高めることができる。
【０１２８】
　領域は、図１３に示すように複数のプレ画像において共通する領域が指定されてもよい
し、図１４に示すように異なる領域が指定されてもよい。このため、例えば特定の病気に
関係して発現するタンパク質を同定する場合等、複数の本画像において共通する領域を注
目して観察したい場合と、例えば異なる領域にセット毎の指標が設けられた画像担体１３
を用いる場合等、異なる領域の濃度を揃えたい場合の両方に対応することができる。
【０１２９】
　なお、複数のプレ画像において共通する領域を指定する場合は、複数のプレ画像毎に領
域を指定するのではなく、１つのプレ画像で指定された領域を、他のプレ画像に自動的に
適用してもよい。
【０１３０】
　使用する励起光源２６とフィルタ４５のセット、並びにプレ画像の解像度と本画像の解
像度に関する変数αを有する計算式（１）で適正電圧値ＨＶＭを算出するので、これら励
起光源２６とフィルタ４５のセット、並びにプレ画像の解像度と本画像の解像度によって
本来異なるフォトマルチプライア３１の電圧値と画像の濃度との関係を、励起光源２６と
フィルタ４５のセット、並びにプレ画像の解像度と本画像の解像度に関わらず一定とする
ことができる。したがって、適正電圧値ＨＶＭの算出精度を高めることができる。
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【０１３１】
　プレ画像、本画像、および適正電圧値ＨＶＭを表示してユーザの閲覧に供するので、ユ
ーザはこれらを確認しながら作業を進めることができる。
【０１３２】
　本スキャンにおいて複数の励起光源２６を用いる場合を説明したが、本スキャンにおい
て１つの励起光源２６を用いる場合も処理の基本的な流れは同じである。すなわち、１つ
の励起光源２６についてプレスキャンを実施し、１つの励起光源２６に対応する１つのプ
レ画像およびその領域情報を受け付け、１つのプレ画像に指定された１つの領域の適正電
圧値ＨＶＭを算出する。この場合も、ユーザ所望の領域が分析に適正な濃度ＳＴとなった
本画像を素早く簡単に画像読取装置１１から出力させることが可能となる、という効果が
得られる。
【０１３３】
　[第２実施形態]
　適正電圧値ＨＶＭの計算式（１）には、領域の濃度の代表値ＳＰが変数として含まれて
いる。すなわち、適正電圧値ＨＶＭは領域の濃度の代表値ＳＰに基づいて算出される。こ
のため、適正電圧値ＨＶＭの算出精度は、領域の濃度の代表値ＳＰの信頼性に左右される
。そこで図２６～図２８に示す第２実施形態では、領域の濃度の代表値ＳＰの信頼性を高
めるために、プレスキャンが実施されて領域が指定された後、領域にプレスキャン条件７
６Ｐとは異なる第２のプレスキャン条件を設定して２回目のプレスキャンを画像読取装置
１１に実施させ、２回目のプレスキャンで出力された領域の画像に基づいて適正電圧値Ｈ
ＶＭを算出する。
【０１３４】
　第２実施形態においては、図２６に示すように、指示受付部８１は、領域情報をスキャ
ン条件設定部８４に出力する（ステップＳ３０）。スキャン条件設定部８４には、図１１
に示すステップＳ２０、Ｓ２１－１の流れで、情報管理部８２から撮影メニューに対応す
る仮本スキャン条件７６Ｍが受け渡されている。スキャン条件設定部８４は、指示受付部
８１からの領域情報と、情報管理部８２からの仮本スキャン条件７６Ｍとを画像読取装置
１１に出力する（ステップＳ３１）。
【０１３５】
　画像読取装置１１は、スキャン部５９を制御して、領域情報で表される領域に対して、
仮本スキャン条件７６Ｍにて２回目のプレスキャンを実施する。ただし、フォトマルチプ
ライア３１の電圧値については、仮本スキャン条件７６Ｍには登録されていないので、プ
レスキャン条件７６Ｐのデフォルトの電圧値ＨＶＰを流用する。すなわち、この例では、
第２のプレスキャン条件は、励起光源２６とフィルタ４５のセット、解像度、および画像
処理の各項目は仮本スキャン条件７６Ｍと同じで、仮本スキャン条件７６Ｍにプレスキャ
ン条件７６Ｐのデフォルトの電圧値ＨＶＰを適用した内容であり、本スキャン条件の本画
像の解像度と同じ解像度、および本画像に施す画像処理と同じ画像処理が設定されている
。これにより、プレスキャン条件７６Ｐの読取間隔が広いため、重要な部分の画像情報を
得られない可能性がある、または画像情報が正しくない可能性があるという問題も解決す
ることができる。
【０１３６】
　画像読取装置１１は、２回目のプレスキャンで得られた領域の画像（領域画像）ＧＰ２
（図２７参照）をコンソール１２に送信する。
【０１３７】
　図２７において、画像受付部８０は、画像読取装置１１からの領域画像ＧＰ２を受け付
け、これを算出部８３に出力する（ステップＳ３２）。算出部８３は、領域画像ＧＰ２か
ら領域の濃度の代表値ＳＰを導出し、これに基づいて適正電圧値ＨＶＭを算出する。以降
の処理は図１１の場合と同じであるため説明を省略する。なお、図２６および図２７では
、図１０等と同様に、説明に関係ない部分は図示を省略している。
【０１３８】
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　図２８は、第２実施形態における画像検出システムの処理手順の一部を示すフローチャ
ートである。第１実施形態の図２５に示すフローチャートと同じステップには同じ符号を
付してある。以下では第１実施形態との相違点を中心に説明する。
【０１３９】
　ステップＳ１３０において指示受付部８１で領域情報が受け付けられた後、スキャン条
件設定部８４で領域に第２のプレスキャン条件が設定される（ステップＳ１３１）。画像
読取装置１１では、スキャン条件設定部８４からの第２のプレスキャン条件で領域に２回
目のプレスキャンが実施される（ステップＳ２１１）。２回目のプレスキャンで生成され
た領域画像ＧＰ２は、コンソール１２に送信される（ステップＳ２１２）。
【０１４０】
　コンソール１２において、画像読取装置１１からの領域画像ＧＰ２は、画像受付部８０
で受け付けられる（ステップＳ１３２）。領域画像ＧＰ２は画像受付部８０から算出部８
３に出力される。算出部８３では、領域画像ＧＰ２に基づいて適正電圧値ＨＶＭが算出さ
れる（ステップＳ１４０）。
【０１４１】
　このように、領域に本スキャン条件の本画像の解像度と同じ解像度、および本画像に施
す画像処理と同じ画像処理の第２のプレスキャン条件を設定して２回目のプレスキャンを
実施させ、２回目のプレスキャンで出力された領域画像ＧＰ２に基づいて適正電圧値ＨＶ
Ｍを算出するので、簡易なプレスキャン条件７６Ｐの場合よりも領域の濃度の代表値ＳＰ
の信頼性を高めることができ、ひいては適正電圧値ＨＶＭの算出精度を高めることができ
る。
【０１４２】
　なお、第２のプレスキャン条件は、必ずしも本スキャン条件の本画像の解像度と同じ解
像度、および本画像に施す画像処理と同じ画像処理が設定されていなくてもよい。解像度
と画像処理のうちの少なくともいずれか一方が本スキャン条件と同じであればよい。また
、プレスキャン条件７６Ｐよりも解像度が高く設定されている等、領域の濃度の代表値Ｓ
Ｐの信頼性を高めることができる内容であればよい。
【０１４３】
　プレ画像等と同様に、領域画像もディスプレイ１７に表示してもよい。また、領域には
第２のプレスキャン条件を、領域以外にはプレスキャン条件７６Ｐをそれぞれ設定して、
２回目のプレスキャンを画像読取装置１１に実施させてもよい。さらに、２回目のプレス
キャンを画像読取装置１１に実施させるための指示ボタンを画面９０に設け、領域の指定
後、自動的に２回目のプレスキャンを画像読取装置１１に実施させるのではなく、上記指
示ボタンが選択された場合に限って２回目のプレスキャンを画像読取装置１１に実施させ
てもよい。
【０１４４】
　[第３実施形態]
　上記各実施形態では、スキャン条件設定部８４で本スキャン条件の電圧値を自動的に適
正電圧値ＨＶＭに設定しているが、本スキャン条件の電圧値をユーザが手動で設定したい
という場合もある。そこで図２９～図３１に示す第３実施形態では、本スキャン条件の電
圧値を自動的に適正電圧値ＨＶＭに設定する自動設定モードと、本スキャン条件の電圧値
をユーザが設定する手動設定モードとを切り替える。
【０１４５】
　第３実施形態では、図２９に示すように、例えば撮影メニューを選択する際に表示され
るセット表示枠９６に、自動設定モードと手動設定モードを切り替えるチェックボックス
１３０を設けておく。図示するようにチェックボックス１３０にチェックが入った状態（
チェックオン）が自動設定モード、チェックが入っていない状態（チェックオフ）が手動
設定モードである。また、第３実施形態では、プレスキャン後に表示される図１９等に示
す画面９０の小枠１０８を、ユーザが本スキャン条件の電圧値を設定するための入力ボッ
クスとして用いる。
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【０１４６】
　図３０および図３１に示すように、第３実施形態では、指示受付部８１とスキャン条件
設定部８４の間にモード切替部１３５が構築される。モード切替部１３５は、指示受付部
８１からのチェックボックス１３０の入力状態（チェックオンまたはチェックオフ）に応
じて、本スキャン条件の電圧値の設定モードを自動設定モードと手動設定モードに切り替
える。
【０１４７】
　図３０は自動設定モードの場合の流れを示す。チェックボックス１３０にチェックが入
っていた場合、指示受付部８１は、チェックオンの旨をモード切替部１３５に出力する（
ステップＳ４０－１）。モード切替部１３５は、本スキャン条件の電圧値の設定モードを
自動設定モードとし、その旨をスキャン条件設定部８４に出力する（ステップＳ４１－１
）。この場合は上記各実施形態と同じく、スキャン条件設定部８４は、情報管理部８２か
らの仮本スキャン条件７６Ｍのフォトマルチプライア３１の電圧値の項目に算出部８３か
らの適正電圧値ＨＶＭを登録する。画像読取装置１１には、適正電圧値ＨＶＭが登録され
た本スキャン条件が出力される（ステップＳ２６）。
【０１４８】
　一方、図３１に示すように、チェックボックス１３０にチェックが入っておらず、指示
受付部８１からチェックオフの旨を受け取った場合（ステップＳ４０－２）、モード切替
部１３５は、本スキャン条件の電圧値の設定モードを手動設定モードとし、その旨をスキ
ャン条件設定部８４に出力する（ステップＳ４１－２）。この場合、スキャン条件設定部
８４は、小枠１０８を介して入力されたユーザ設定値を指示受付部８１から受け取る（ス
テップＳ４２）。そして、情報管理部８２からの仮本スキャン条件７６Ｍのフォトマルチ
プライア３１の電圧値の項目に、適正電圧値ＨＶＭではなくユーザ設定値を登録する。画
像読取装置１１には、ユーザ設定値が登録された本スキャン条件が出力される（ステップ
Ｓ４３）。
【０１４９】
　このように、自動設定モードと手動設定モードを切り替え可能としたので、本スキャン
条件の電圧値を手動で設定したいというユーザの要望にも応えることができる。
【０１５０】
　なお、手動設定モードの場合も適正電圧値ＨＶＭを設定可能としてもよい。例えば図３
２に示すように、適正電圧値表示枠１０６に、枠内に表示されている適正電圧値を本スキ
ャン条件の電圧値に設定するための設定ボタン１４０を設ける。こうすれば、モードの選
択を間違えてしまった場合でも、本スキャン条件の電圧値に適正電圧値ＨＶＭを設定する
ことができる。
【０１５１】
　また、例えば小枠９９を入力ボックスとして用い、プレスキャン条件７６Ｐの電圧値も
ユーザが設定可能に構成してもよい。
【０１５２】
　領域が指定される前の図１６～図１８に示す画面９０において、本スキャン開始ボタン
１０１が選択された場合は、領域の適正電圧値ＨＶＭではなく、プレ画像全体の適正電圧
値ＨＶＭａｌｌを仮本スキャン条件７６Ｍに登録して本スキャン条件とし、画像読取装置
１１に本スキャンを実施させてもよい。領域の指定をする必要がない場合に対応すること
ができる。
【０１５３】
　なお、図１５に示す画面９０において、領域の指定をすることなく、プレ画像全体の適
正電圧値ＨＶＭａｌｌを仮本スキャン条件７６Ｍに登録して本スキャン条件とし、画像読
取装置１１に本スキャンを実施させるモードを選択可能な構成としてもよい。この場合、
図１５に示す画面９０においてプレスキャン開始ボタン１００が選択されると、画像読取
装置１１はプレスキャンから本スキャンまでを自動的に実施する。ディスプレイ１７には
図１６～図１８に示すプレスキャンの実施後の領域を指定する画面９０は表示されず、図
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２２に示す本スキャンの実施後の画面９０が表示される。このように、ワンアクションで
プレスキャンから本スキャンまでを自動的に実施し、図１５に示す画面９０から図２２に
示す本スキャンの実施後の画面９０に直接移行するモードを設けておけば、領域の指定を
する必要がない場合は迅速に本画像を得ることができる。
【０１５４】
　上記各実施形態では、画像受付部、算出部、スキャン条件設定部等の各機能部を全てコ
ンソール１２のＣＰＵ６７に構築する例で説明したが、これら各機能部の一部、または全
てを画像読取装置１１に設けてもよい。各機能部の一部を画像読取装置１１に設けた場合
は、画像読取装置１１とコンソール１２とで制御装置を構成する。各機能部の全てを画像
読取装置１１に設けた場合は、画像読取装置１１自体が制御装置として機能する。
【０１５５】
　各機能部の全てを画像読取装置１１に設けた場合、画像受付部は、画像メモリ５６から
のプレ画像および本画像を受け付ける。領域情報受付部は、コンソール１２から送信され
て通信部５８で受信された領域情報を受け付ける。スキャン条件設定部は、スキャン部５
９にプレスキャン条件７６Ｐおよび本スキャン条件を設定する。また、出力制御部は、プ
レ画像、本画像、および適正電圧値ＨＶＭを、通信部５８を介してコンソール１２に出力
する。この場合、コンソール１２は、画像読取装置１１からのプレ画像、本画像、および
適正電圧値ＨＶＭをディスプレイ１７に表示する機能と、プレ画像内の領域を設定する機
能とを有してさえいればよい。
【０１５６】
　なお、プレ画像、本画像、および適正電圧値ＨＶＭの出力形態は、上記各実施形態で例
示したディスプレイ１７への表示出力に限らず、紙媒体への印刷出力、もしくは電子メー
ル等によるファイル出力も含む。
【０１５７】
　本発明は、上述の種々の実施形態や種々の変形例を適宜組み合わせることも可能である
。また、上記各実施形態に限らず、本発明の要旨を逸脱しない限り種々の構成を採用し得
ることはもちろんである。さらに、本発明は、プログラムに加えて、プログラムを記憶す
る記憶媒体にもおよぶ。
【符号の説明】
【０１５８】
　１０　画像検出システム
　１１　画像読取装置
　１２　コンソール（画像読取装置の制御装置）
　１３　画像担体
　１４　筐体
　１５、１６　蓋
　１７　ディスプレイ
　１８　操作部
　２５　ステージ
　２６　励起光源
　２６Ａ　励起光源（赤色励起光源）
　２６Ｂ　励起光源（緑色励起光源）
　２６Ｃ　励起光源（青色励起光源）
　２７　光源光学系
　２８　導光光学系
　２９　光学ヘッド
　３０　フィルタユニット
　３１　フォトマルチプライア
　３２　ガラス板
　３３～３５　コリメータレンズ
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　３６、３９、４０　ミラー
　３７、３８　ダイクロイックミラー
　４１　穴開き凹面ミラー
　４２、５０　凹面ミラー
　４３　貫通孔
　４４　基板
　４５　フィルタ
　４５Ａ　フィルタ（赤色フィルタ）
　４５Ｂ　フィルタ（緑色フィルタ）
　４５Ｃ　フィルタ（青色フィルタ）
　４５Ｄ　フィルタ
　５１　非球面レンズ
　５５　Ａ／Ｄ変換器（Ａ／Ｄ）
　５６　画像メモリ
　５７　画像処理部
　５８　通信部
　５９　スキャン部
　６０　コントローラ
　６５　ストレージデバイス
　６６　メモリ
　６７　ＣＰＵ
　６８　通信部
　６９　データバス
　７５　作動プログラム
　７６Ｐ　プレスキャン条件
　７６Ｍ　仮本スキャン条件
　７７　変数テーブル
　８０　画像受付部
　８１　指示受付部（領域情報受付部）
　８２　情報管理部
　８３　算出部
　８４　スキャン条件設定部
　８５　表示制御部（出力制御部）
　９０　画面
　９１　メイン表示枠
　９２　ステータス表示枠
　９３　凡例表示枠
　９５、１０９　プルダウンメニュー
　９６　セット表示枠
　９７　カーソル
　９８、９９、１０８　小枠
　１００　プレスキャン開始ボタン
　１０１　本スキャン開始ボタン
　１０５　画像表示枠
　１０６　適正電圧値表示枠
　１０７　表示選択ボタン
　１１０、１２２　ラジオボタン
　１１５　領域指定枠
　１２０　濃度代表値表示枠
　１２１　保存ボタン
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　１３０　チェックボックス
　１３５　モード切替部
　１４０　設定ボタン
　ＥＬ　励起光
　ＤＬ　光
　Ｃ２、Ｃ３、Ｃ５　蛍光色素
　ＨＶＰ　プレスキャン条件のフォトマルチプライアの電圧値
　ＨＶＭ　適正電圧値
　α　変数
　Ｓ　ステップ
　ＳＰ　プレ画像の濃度の代表値
　ＳＴ　分析に適正な濃度
　ＰＭＭ＿ＧＡ　基本感度係数
　ＰＳ　プレスキャン
　ＧＰ　プレ画像
　Ｒ　領域
　ＩＲ　領域情報
　ＧＰ２　領域画像
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【図３１】 【図３２】
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